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鎌ケ谷市議会議員

『中間的就労』で市民の働く場を増やす
　日本のＧＤＰ（国民総生産額）はここ25年間横ばい傾

向であり、国民の所得も25年間停滞しています。日本が

成長時代を終えて、成熟時代になっているという意味で

す。成熟時代が目指す方向は「生活大国」「国民の幸福」

という方向性です。幸福な国といわれる北欧諸国の一人

当たりのＧＤＰはいずれも上位、豊かであり、年金受給

者は生活の心配から解放され、生活保護は失業中を支え

る現役世代向け制度となっています。この豊かさを支え

ているのは、福祉産業を軸とする女性の就労と所得に伴

う高率の直接税です。

　日本が目指すべき方向も当然、一人当たりのＧＤＰを

高めることです。いくつになっても働ける、鎌ケ谷市の

就労人口を増やすことです。病気等の理由で職場を失っ

た方、フルタイム・毎日就労を希望しない方、少しでも

社会に貢献したい方等々にふさわしい働き方「中間的就

労」を進めるのが仕事センターの機能です。

通りに面した道路残地（丸山）

完成まで程遠い道路用地

東武鎌ヶ谷駅西口
貝柄山公園隣接

朗  報
市内でお産が可能に！
鎌ケ谷総合病院隣りに
産婦人科クリニックが
来年度開設します。



平成26年度決算　伸びぬ税収,増える借金・交付税・交付金

国と借金への依存傾向が更に鮮明。

H26.6～H27.3　弓道・アーチェリー場利用実績：利用料135円/人

※利用人数から時間外利用者45名除いて利用率計算。

歳入総額

鎌ヶ谷市　増える社会保障費と借金（単位：億円）
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岩波初美プロフィール

■1959 年（昭和 34年）　山梨県

生まれ　鎌ヶ谷市鎌ケ谷在住　

■千葉大学教育学部卒業

■県内生活協同組合にて 8年勤務。

1991 年鎌ヶ谷市議会議員 2期。

2000 年～会社経営、NPO経営。

東京湾アクアライン通行料金 800

円運動を呼びかけ者。2010 年、

2014 年鎌ケ谷市長選挙に挑戦。

現在、鎌ヶ谷市議会議員 4期目。

千葉工業大学特別講義講師、NPO

法人理事、2015 年～大学院生と

なり公共政策と経済効果関係研究中。

市内障がい者グループホームにて

非常勤スタッフとして勤務。

H26年実績 弓道・アーチェリー場運営費の９２％は納税者が負担
　弓道・アーチェリー場が市民の賛否ある中で、平成26年６月市内中
沢に開業。利用人数では最大可能数の54％、見込んでいた50％を超え
る利用となった。一方で利用料収入は収入計画の60％しかなく､運営
コストの8％に相当。つまり、運営コストの92％は、一度も利用して
いない納税者の皆さんが負担している現実がある。建設に反対した市
議は私一人であった。その理由の一つが、この納税者負担で運営する
という経営感覚の乏しさにある。施設建設を求めてきた団体の皆さん
に管理業務に協力いただくことで、運営経費削減を図るようにと提言
し続けてきた。更に、一人平均135円という超少額使用料を常識的水
準（500～800円）に引き上げ、実費もしくはコストの半分は受益者が
負担すべきとも提言してきている。

鎌ヶ谷市の収入内訳（単位：億円）


